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DKエルダーシステム

昨年に引き続き、盛岡市の『マナフラスタジオ プア

マエオレ』の先生と有志の生徒さん方が出演してくだ

さいました。猛烈な暑さで、音響機器のトラブルが起

きたものの、カラフルな衣装と優雅なダンスの魅力で、

それらを一瞬で吹き飛ばし、会場を盛り上げてくださ

いました。

マナフラダンサーズのパフォーマンスのようす

消防士さんに 消火器の使い方も教わったよ！

万が一のケガや事故に備えて・・・

お申込みいただいた方全員、ボランティア保険に

加入いたします。

※保険料の自己負担はありません。 持ち物は？

・防寒着

・長くつ

・手ぶくろ・帽子

・マスク

スノーバスターズとは？

例年の活動には、中高生などの

若い世代およそ100人ほどが隊員として

参加してくれる一方で、“訪問先まで車を

運転して送迎できる”大人のボランティア

隊員が不足傾向にあります。

ぜひ、大人も奮ってご参加ください

令和６年能登半島地震
ボランティア・被災地への支援をお考えの方へ

ボランティア活動をしやすいよう、さまざま

なサポートをしています。

・ ボランティア団体同士の交流や連携の仲介

・ ボランティア活動に必要な物品の貸し出し

活動中の事故やさまざまなリスクに備え、

安心してボランティア活動等に取り組めるよ

うに、ボランティア活動保険や、ボランティア

行事用保険等への加入を促進しています。

サロンスタッフ研修会
開催しました!!

また、万が一の際は、保険金の請求手続き

にかかる各種書類の準備や連絡・調整など、

手続きのサポートも行なって

います。

・ スキルアップのための研修会の開催

・ 情報紙「ぼらっと」やWebサイト、ＳＮＳで

最新情報の発信＆活動ＰＲ など

ボランティア活動を
サポートする ピヨ！

万が一にそなえておく
ことが大切なんだ ピヨ …。

学生がかわる。大人がかわる。地域がかわる。

3年生は、この日のために、県立大学の本間先生を講師に迎え、事前学

習として「コミュニケーション」のあり方を中心に学んできました。また、企

画・進行を担当し、ふれあいサロンの皆さんに対して、それぞれが工夫を凝

らした“おもてなし”を実践しました。

活動後は、それぞれのクラスに分かれて給食をいただきな

がら、「昔は給食なんて無かったんだよ」「お弁当ですか？」

「自分でどんなものを作っていたんですか？」といった会話

が弾み、交流を深めるひとときとなりました。

(なかには『こんなに楽しいなら、毎日中学校に来たい』と話

されるサロン会員も )

地域を支える世代と、未来を担う中学生が直接触れ合う機

会は、互いの理解を深める大切な一歩となったのではない

でしょうか。
手を繋いで会場まで案内したよ♪

ー『ようこそ先輩』ー

テーブルゲーム「ストーン」で対決だ!!

令和８年６月４日(木)に災害時命を守り生き抜くために地域の一

員として助け合い、自ら判断して行動できる力を育てることを目的

に雫石中学校２学年１０４名を対象として防災学習を行いました。

クロスロードゲームでは災害時に起こりうる様々なシチュエーショ

ンを想定したお題を、生徒は自分ならどうするかを考え判断する機

会を提供しました。

また、大地震を想定した避難所運営シミュレーションをそれぞれの

役割となり体験し、～～～～～？その他にも新聞紙やロープを使っ

たライフハックや、テント・段ボールベッドを実際に組み立て実際の

発災時に～～～役立つ知識？身につけた？

体験した生徒からは、「日ごろからの備えや、災害への理解を深め

ることが大切だと感じた」、「近所の人と関係性を築くといい」「災害

時に地域の役に立てるようになりたい」など、前向きな感想が多く

聞こえました。

令和８年６月４日（木）、雫石中学校２学年１０４名を対象に防災学習を行

いました。災害時に自ら命を守り、地域で助け合いながら行動できる力を

育むことを目的に、さまざまな体験学習に取り組みました。

クロスロードゲームでは、災害時に起こりうるさまざまなシチュエーション

を想定したお題に対し、「自分ならどうするか」を一人ひとりが考え、判断す

る力を養いました。

また、避難所運営ゲームでは、生徒それぞれが避難者や運営スタッフなど

の役割を担い、協力しながら避難所を運営する難しさや大切さを体験しま

した。

さらに、新聞紙やロープを使ったライフハック、段ボールベッドの組み立て

にも挑戦し、いざという時に役立つ知識や技術を楽しく学びました。

参加した生徒からは、「日ごろからの備えや、災害への理解を深めること

が大切だと感じた」「近所の人とのつながりの大切さを実感した」「災害時に

地域の役に立てるようになりたい」などの感想が聞かれ、防災について学

ぶだけでなく、地域とのつながりや支え合いの大切さを考える機会にも

なったようです。

ー自然と共に生きるために大切なことは？ー

令和８年６月29日（月）、雫石中学校で世代間交流体験「ようこそ

先輩」が開催され、町内のふれあいサロンスタッフ35名、老人クラ

ブ連合会４名、雫石中学校３学年の生徒111名が参加しました。

生徒たちは事前学習で、高齢者とのコミュニケーションや相手を

楽しませる工夫について学び、当日はグループごとに心を込めて

おもてなしをしました。レクリエーションや給食を通して自然と会話

が弾み、お互いの理解を深めるとともに、地域とのつながりを感じ

る機会となりました。

【対 象】 学校・PTA・ふれあいサロン・地域コミュニティ組織・

子ども会・老人クラブ など

【費 用】 無料 ※ 外部講師を依頼する場合は、実費経費

(謝礼など) がかかることもあります。

詳しくはコチラから！

福祉教育出前講座のススメ
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VOL. 10ボランティア団体紹介

ともに彩る、しずくいし

雫石町社会福祉協議会【おでかけ援助サービス担当：キクチ】

T E L

E-mail

019-6９２-２２３０
kikuchi@shisha.or.jp

おわびと訂正

ぼらっと１１５号（令和６年７月発行）の掲載

内容について、右記の通り誤りがありました。

お詫びして訂正いたします。

訂正前 精神保健ボランティア うぐいすの会

・活動日時…月 1 回(一休さん)

訂正後 ・活動回数…年 ６ 回(一休さん)

申請期間

皆さまからお寄せいただいた赤い羽根の募金を、身近な地域福祉

活動に活用いただくため、助成事業の募集が行われています。

対象団体

地域の福祉向上を目的に活動しているボランティア団体・

NPO、 町内会・自治会等の任意の住民グループ

１事業あたり 1万円～20万円まで

助成額

令和6年10月15日（火）～令和6年12月13日（金）まで

※申請には雫石町共同募金委員会の意見書が必須です。

まずはお早めにご相談ください。

福祉のまちづくり支援事業を

活用し、雫石谷地行政区の

公民館にエアコンが

設置されました！

詳しくはコチラから
岩手県共同募金委員会の
ＷＥＢサイトを
ご確認ください

◆活動日時 ８月１１日（月・祝） １５時頃～ （３０分ほど）

※詳細はご連絡いただいた方にお知らせします。

◆募集対象 着付けの方法を保護者の方にやさしく教え、

サポートしていただける方

ご協力いただける方は、ぜひ雫石中学校(担当：教務主任

伊藤 郁子先生)までご連絡ください

０１９ー６９２ー０３２１

高齢者や障がい者など、単独ではバスやタクシーなどの公共

交通機関を利用することが困難な方を対象に、福祉車両を使用

して、有償で外出（病院や金融機関等へ）の支援をするサービス

です。

おでかけ援助サービスとは？

どんなことをするの？

月に数回、平日 8:30～16:00の間で、ご都合のつくとき、

車いすスロープ車両(軽バン)を運転して、対象者と介助者(ご

家族など)を移送します。

雫石 お出かけ援助サービス

雫石の魅力は、小岩井農場や温泉といった観光資源だけでは

なく、そこに暮らす人々の日々の営みにもあることを学びました。

地域の方々との出会いや何気ない会話を通して、雫石のさまざ

まな魅力に気づくことができました。

ボランティアや地域活動の魅力は、まちに関わる理由が増えて

いくことです。活動を通じて得た知識や人とのつながりが、

まちへの愛着を深めるきっかけになっていると実感しています。

一度きりではない関係を築けるのも、尊いと感じています。

現在は仙台の大学でまち

づくりを学んでいます。雫石

の愛を纏いながら育ったこ

とに誇りを持ち、これからは

その恩返しができるよう、雫

石の未来を考えられる人に

なりたいと思っています。帰

省することも多いので、見か

けた際はぜひ気軽に声をか

けていただけたらうれしい

です！

雫石町社協で実施して

いる「おでかけ援助サー

ビス」に、有償の運転ボラ

ンティアとしてご協力い

ただける方を募集してい

ます。

① ７５歳未満であること

② 普通自動車第一種運転免許(ＡＴ限定

でもOK！)を保持していること

③ 過去２年以内に運転免許停止処分を

受けていないこと

募集条件

地域でボランティア活動を行ってきた学生さんを、全５回シ

リーズでご紹介します♪

今回は雫石町出身で現在大学生の中村はるさんにインタ

ビューしました。

温かい一杯が「もしも」の備えに
令和８年６月４日（木）、雫石中学校で行われた防災講座にあわせ、雫石町

赤十字奉仕団が炊き出し訓練を実施しました。

昼食を食べた生徒からは、

『具だくさんでおいしい」など

の声が聞かれ、中には『８杯お

かわりした!!』なんて猛者も…。

当日は、奉仕団員が協力しながら豚汁とワカメごはんの各１５０食を調理。

生徒や教職員のほか、防災講座に協力した自衛隊員、ボランティアスタッフへ

提供し、本番さながらの炊き出し訓練となりました。

声を掛け合い、協力して配膳する生徒たち

雫石町赤十字奉仕団 中川 真理子 委員長は、

「温かい食事は、お腹だけでなく気持ちもほっとさせてくれます。

もしもの時にそんな支援ができるよう、これからも備えていき

たいですね」と、話されていました。

家庭の鍋とはひと味違う、大釜での調理に奮闘！

VOL. 1地域とボランティア

ボランティアや地域活動の魅力は？

ボランティアや地域活動を通じて学んだことは？

最後に一言！

大 募 集 中 ！

運転ボランティア

詳しくはコチラから！

学生に聞く！

運転が好きな方、ぜひご一緒にいかが？
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